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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器を構成する各機能部のうちの第１の機能部および第２の機能部が、複数の情報
と該複数の情報のステータスの伝達を行う信号線を介して接続され、
　前記第１の機能部および前記第２の機能部は、前記複数の情報にそれぞれステータスを
割り当てたステータスパターンのデータテーブルを有し、
　前記第１の機能部は、前記データテーブルを参照して前記ステータスパターンを変換デ
ータに変換して前記第２の機能部へ送信し、
　前記第２の機能部は、受信した前記変換データを前記データテーブルを参照してステー
タスパターンに戻すことを特徴とする電子機器の情報伝達システム。
【請求項２】
　前記複数の情報がグループ分けされていることを特徴とする請求項１に記載の電子機器
の情報伝達システム。
【請求項３】
　前記第２の機能部は、前記ステータスパターンに対応した情報表示を行うことを特徴と
する請求項１に記載の電子機器の情報伝達システム。
【請求項４】
　前記電子機器はプリンタを含み、
　前記複数の情報は印刷用のインク色を示す情報であり、前記ステータスはインク残量で
あることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の電子機器の情報伝達システム。
【請求項５】
　記録剤を用いてメディア印刷する印刷制御回路およびプログラムを備える第１の機能部
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およびメディア搬送手段を備える第２の機能部が、複数の情報と該複数の情報のステータ
スの伝達を行う信号線を介して接続されたメディア処理装置において、
　前記第１の機能部および前記第２の機能部は、前記記録剤の色を示す情報に、それぞれ
記録剤残量を表すステータスを割り当てたステータスパターンの少なくとも１つのデータ
テーブルを有し、
　前記第１の機能部は、前記データテーブルを参照して前記ステータスパターンを変換デ
ータに変換して前記第２の機能部へ送信し、
　前記第２の機能部は、受信した前記変換データを前記データテーブルを参照してステー
タスパターンに戻すことを特徴とするメディア処理装置。
【請求項６】
　前記第１の機能部はメディアのレーベル面に対して印刷する印刷制御回路およびプログ
ラムを備え、
　前記第２の機能部はメディア保管部、メディアドライブおよびレーベルプリンタに対し
メディアを自動搬送するためのオートローダであることを特徴とする請求項５に記載のメ
ディア処理装置。
【請求項７】
　第１の機能部および第２の機能部が、複数の情報と該複数の情報のステータスの伝達を
行う信号線を介して接続された、メディア処理装置において、
　前記第１の機能部および前記第２の機能部は、前記複数の情報にあらかじめそれぞれス
テータスを割り当てたステータスパターンのデータテーブルと取得した複数の情報とを参
照し、
　前記第１の機能部は、前記データテーブルを参照して前記ステータスパターンを変換デ
ータに変換した前記第２の機能部へ送信し、
　前記第２の機能部は、受信した前記変換データを前記データテーブルを参照してステー
タスパターンに戻すことを特徴とするメディア処理装置の制御方法。
【請求項８】
　前記第２の機能部は、前記ステータスパターンに対応した情報表示を行うことを特徴と
する請求項７に記載のメディア処理装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】電子機器の情報伝達システム、メディア処理装置およびメディア処理装置
の制御方法
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器の第１の機能部から信号線を介して第２の機能部に情報を伝達する
電子機器の情報伝達システム、メディア処理装置およびメディア処理装置の制御方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　記録剤を用いた電子機器の一例である、例えばインクジェット記録装置では、インクカ
ートリッジ内部で水溶性インクを含浸させたフォーム内に電極を設け、この電極に電圧パ
ルスを入力することにより、インク残量に応じて変化するインクの抵抗値を電気的に検出
することができる。このとき、キャリッジ外にあるメイン基板から電圧パルスによるイン
クエンド検出を行うが、各インクエンド端子からメイン基板上の検出部に接続するための
信号線がインクの色数分必要になる。従って、メイン基板およびキャリッジ間のケーブル
の信号線数が多くなる（例えば、特許文献１参照）。
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【０００３】
　このように、一つの電子機器内に複数の機能部が存在する構成において、インク残量の
状態を第２の機能部に通知する場合に、必要とする本数の信号線が両機能部間に接続され
る。例えば、インクがシアン、ライトシアン、ライトマゼンタ、マゼンタ、イエロー、ブ
ラックの６種類で、インク残量ステータスが正常、ニアエンド、リアルエンドの３種類で
ある場合には、この３種のインク残量ステータスを表すのに２ビットの情報量が必要であ
る。このため、インクの６種類と合わせて、２ビット×６種類＝１２ビットとなり、１２
本の信号線が必要になる。
【特許文献１】特開平６－２４６９２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の電子機器における情報伝達方法にあっては、インクの種類（イン
クの色）とインク残量の各情報を第１の機能部から第２の機能部に伝えるのに、１２本も
の信号線が必要になり、システムのコストアップを招く。
【０００５】
　そこで本発明の目的は、第１の機能部から第２の機能部に伝達する複数の情報および各
情報のステータスの信号線数を減らし、装置のコストダウンを実現できる電子機器の情報
伝送システム、メディア処理装置およびメディア処理装置の制御方法を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決することができる、本発明に係る電子機器の情報伝達システムは、電子
機器を構成する各機能部のうちの第１の機能部および第２の機能部が、複数の情報と該複
数の情報のステータスの伝達を行う信号線を介して接続され、前記第１の機能部および前
記第２の機能部は、前記複数の情報にそれぞれステータスを割り当てたステータスパター
ンのデータテーブルを有し、前記第１の機能部は、前記データテーブルを参照して前記ス
テータスパターンを変換データに変換して前記第２の機能部へ送信し、前記第２の機能部
は、受信した前記変換データを前記データテーブルを参照してステータスパターンに戻す
ことを特徴とする。
【０００７】
　このように構成された電子機器の情報伝達システムによれば、各情報および各情報のス
テータスごとに設けられる第１の機能部および第２の機能部を接続する信号線数を減らす
ことができ、システムのコストを削減することができる。
【０００８】
　また、前記複数の情報がグループ分けされていることが好ましい。
【０００９】
　この構成によれば、ステータスパターン変換のためのデータテーブルの複雑化を抑えて
、データテーブルを比較的小さめにすることができる。
【００１０】
　また、前記第２の機能部は、前記ステータスパターンに対応した情報表示を行うことが
好ましい。
【００１１】
　この構成によれば、第２の機能部側で前記ステータスパターンの状態を目視確認するこ
とができる。
【００１２】
　また、前記電子機器はプリンタを含み、前記複数の情報は印刷用のインク色を示す情報
であり、前記ステータスはインク残量であることが好ましい。
【００１３】
　この構成によれば、第１の機能部がインク色およびインク残量を第２の機能部に送信す
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るための信号線数の削減と、システムのコスト削減とを実現できる。
【００１４】
　また、本発明に係るメディア処理装置は、記録剤を用いてメディア印刷する印刷制御回
路およびプログラムを備える第１の機能部およびメディア搬送手段を備える第２の機能部
が、複数の情報と該複数の情報のステータスの伝達を行う信号線を介して接続されたメデ
ィア処理装置において、前記第１の機能部および前記第２の機能部は、前記記録剤の色を
示す情報に、それぞれ記録剤残量を表すステータスを割り当てたステータスパターンの少
なくとも１つのデータテーブルを有し、前記第１の機能部は、前記データテーブルを参照
して前記ステータスパターンを変換データに変換して前記第２の機能部へ送信し、前記第
２の機能部は、受信した前記変換データを前記データテーブルを参照してステータスパタ
ーンに戻すことを特徴とする。
　このように構成されたメディア処理装置によれば、各情報および各情報のステータスご
とに設けられる第１の機能部および第２の機能部を接続する信号線数を減らすことができ
、コストを削減することができる。
【００１５】
　また、前記第１の機能部はメディアのレーベル面に対して印刷する印刷制御回路および
プログラムを備え、前記第２の機能部はメディア保管部、メディアドライブおよびレーベ
ルプリンタに対しメディアを自動搬送するためのオートローダであることが好ましい。
　この構成によれば、レーベルプリンタが記録剤の色および記録剤残量をオートローダに
送信するための信号線数の削減とコスト削減とを実現できる。
【００１６】
　また、本発明に係るメディア処理装置の制御方法は、第１の機能部および第２の機能部
が、複数の情報と該複数の情報のステータスの伝達を行う信号線を介して接続された、メ
ディア処理装置において、前記第１の機能部および前記第２の機能部は、前記複数の情報
にあらかじめそれぞれステータスを割り当てたステータスパターンのデータテーブルと取
得した複数の情報とを参照し、前記第１の機能部は、前記データテーブルを参照して前記
ステータスパターンを変換データに変換した前記第２の機能部へ送信し、前記第２の機能
部は、受信した前記変換データを前記データテーブルを参照してステータスパターンに戻
すことを特徴とする。
　このメディア処理装置の制御方法によれば、各情報および各情報のステータスごとに設
けられる第１の機能部および第２の機能部を接続する信号線数を減らすことができ、コス
トを削減することができる。
【００１７】
　また、前記第２の機能部は、前記ステータスパターンに対応した情報表示を行うことが
好ましい。
　このメディア処理装置の制御方法によれば、第２の機能部側で前記ステータスパターン
の状態を目視確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に、本発明に係る電子機器の情報伝達システムの実施形態について図面を参照して
説明する。
　図１は本発明に係る電子機器の情報伝達システムのブロック図、図２はインクグループ
Ａのデータテーブルを示す図、図３はインクグループＢのデータテーブルを示す図である
。
【００１９】
　本実施形態の情報伝達システム１０は、電子機器の一例であるメディア処理装置の一部
として構成され、図１に示すように、第１の機能部としてのプリンタ１と、第２の機能部
としてのオートローダ２とが信号線３によって接続されている。
【００２０】
　プリンタ１は、各インク色（シアン、ライトシアン、ライトマゼンタ、マゼンタ、イエ
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ロー、ブラックの６色）毎のインクの残量（インクステータス）を示すインクの状態をイ
ンクカートリッジ４から受けとる。そして、プリンタ１は、後述するデータテーブルＡ，
Ｂを参照して変換した変換データを信号線３を通してオートローダ２へ送信する。
【００２１】
　変換データを受信したオートローダ２は、後述するデータテーブルＡ，Ｂを参照して、
変換データをステータスパターンに戻し、各インク色に対応した表示部であるＬＥＤ（発
光ダイオード）５の表示状態をインクの残量（インクステータス）に応じて制御する。
【００２２】
　前記メディア処理装置は、ＣＤやＤＶＤ等の円板状のメディアへのデータの書き込みや
、メディアのレーベル面への印刷を行う装置である。オートローダ２はメディアを把持し
、メディア保管部、データ書き込み用のメディアドライブ、レーベル面に印刷をするレー
ベルプリンタ等へそれぞれ搬送するためのメディア搬送制御回路およびプログラムを備え
る。このオートローダ２は、プリンタ１（レーベルプリンタ）の状態を監視するとともに
、メディア処理装置全体を管理する。
【００２３】
　プリンタ１は、インク（記録剤）を用いてメディアのレーベル面に対して印刷する印刷
制御回路およびプログラムを備え、印刷用のインクジェットヘッドを備えたキャリッジを
往復移動させるためのモータ（キャリッジモータ）を駆動制御する。このプリンタ１は、
本実施形態において、インクカートリッジ４から印刷に使用されるインクの種類（インク
色）と各インク色対応のインクステータス、つまりインク残量（記録剤残量）を取得する
。
　さらに、プリンタ１は、インク色ごとにインク残量を組み合わせた、図２に示すデータ
テーブルを記憶部に予め保存している。
【００２４】
　６色のインクは３色ずつのグループに分けられている（インクグループＡ，Ｂ）。図２
はシアン、ライトシアン、ライトマゼンタの３色のインクグループＡのデータテーブルを
示している。図３はマゼンタ、イエロー、ブラックの３色のインクグループＢのデータテ
ーブルを示している。
【００２５】
　図２に示すデータテーブルＡは、インクグループＡ（シアン、ライトシアン、ライトマ
ゼンタ）の各インク毎に、正常、ニアエンド、リアルエンドの３種のインク残量状態をイ
ンクステータスとして割り当てた全てのステータスパターンを表にしたものである。
　また、図３に示すデータテーブルＢは、インクグループＢ（マゼンタ、イエロー、ブラ
ック）の各インク毎に、正常、ニアエンド、リアルエンドの３種のインク残量状態をイン
クステータスとして割り当てた全てのステータスパターンを表にしたものである。
　なお、リアルエンドはインクカートリッジ未装着を含むものとする。
【００２６】
　データテーブルＡ，Ｂは、各パターン対応の変換データが数値（「０」～「２９」）で
記録されている。これらの変換データは、プリンタ１からオートローダ２へ信号線３を介
して送信される。
【００２７】
　オートローダ２も、データテーブルＡ，Ｂを記憶部に予め保存している。そして、オー
トローダ２は、受信した変換データをデータテーブルＡ，Ｂを参照してステータスパター
ンに戻し、このステータスパターンに対応した情報表示を行う。例えば、図１に示すよう
にＬＥＤ５を各色毎に用意し、それぞれ点灯、点滅、消灯のいずれかに制御する。
【００２８】
　データテーブルは各インクグループＡ，Ｂに分けて作成されることで、テーブルサイズ
が大きくなるのを回避でき、またソフトウエアの作成が煩雑になるのを回避できる。この
ように、各インクグループＡ，Ｂのインクステータスの組み合わせによって、組み合わせ
たステータスパターンごとの変換データを作成することができる。
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【００２９】
　例えば、インクグループＡでは、ステータス情報であるインク残量が、シアン：正常、
ライトシアン：ニアエンド、ライトマゼンタ：リアルエンドであるとすると、図２のデー
タテーブルから変換データ「２４」が得られる。
【００３０】
　一方、インクグループＢでは、インク残量がマゼンタ：ニアエンド、イエロー：正常、
ブラック：正常であるとすると、図３のデータテーブルから変換データ「１」が得られる
。これらの変換データは、プリンタ１からオートローダ２へ通知される。
【００３１】
　オートローダ２では、プリンタ１から送信された変換データをうけ、この変換データに
対応するステータスパターンを得て、図２および図３に示すデータテーブルを参照してイ
ンクごとのインク残量情報を得る。
【００３２】
　例えば、インクグループＡでは、変換データが「２２」であるとすると、ステータスパ
ターンの各インクステータスは、シアン：リアルエンド、ライトシアン：ニアエンド、ラ
イトマゼンタ：ニアエンドとなる。
【００３３】
　一方、インクグループＢでは、変換データが「９」であるとすると、ステータスパター
ンの各インクステータスは、マゼンタ：リアルエンド、イエロー：正常、ブラック：正常
となる。
【００３４】
　また、オートローダ２側では、変換データから各インク（シアン、ライトシアン、ライ
トマゼンタ、マゼンタ、イエロー、ブラック）ごとのインクステータスを作成するととも
に、作成されたインクステータス対応の表示を行う。例えば、各インク（シアン、ライト
シアン、ライトマゼンタ、マゼンタ、イエロー、ブラック）に対応したＬＥＤ５をそれぞ
れ点灯（例えば正常を示す）、点滅（例えばニアエンドを示す）、消灯（例えばリアルエ
ンドを示す）させることにより、各インクの状態を表示する。
【００３５】
　インクグループＡ、Ｂ単位では、インクの種類およびインクステータス（インク残量）
が３種類ずつであるため、１つのグループを表すステータスパターンは３×３×３=２７
の２７（＜２５）パターンとなり、インクグループＡ、Ｂのステータスを表すのに合計１
０ビット（信号線は１０本）が必要である。データテーブルを比較的小さめにすることが
できる。
【００３６】
　一方、インクグループＡ、Ｂのように分けずにデータテーブルを作成すると、インクの
種類とインク残量の種類との組み合わせが、３×３×３×３×３×３＝７２９（＜２１０
）パターンとなり、ステータスパターン変換のためのデータテーブルが複雑になる。そこ
で前述のようにインクグループ分けすることが好ましい。
【００３７】
　なお、本発明は電子機器の情報伝達システムであれば、電子機器は上記実施形態のメデ
ィア処理装置に限定されない。また、インク残量の通知を行う場合のみならず、電子機器
内における機能部間の他の通知情報の通知にも応用することができる。
【００３８】
　例えば、プリンタが複数の用紙トレイを備えている場合に各用紙トレイの用紙残量の状
態の情報を伝達するシステムへの応用では、用紙トレイが４つある場合（例えば、各トレ
イはＡ３、Ａ４、Ｂ３、Ｂ４の用紙サイズに対応）、各用紙トレイが３種類のステータス
（用紙残量：フル、フル未満、無）を持つとした場合に、用紙トレイ１つで３ステータス
（２ビットで表すことができる）を持つため、組み合わせパターンは４（トレイ）×２＝
８ビットとなり、８本の信号線が必要になる。
【００３９】
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　しかし、各用紙トレイとそのステータスの組み合わせを前述同様にデータテーブル化す
れば、用紙トレイの数と用紙の残量との組み合わせパターンは３×３×３×３＝８１（＜
２７）となる。よって、この８１は７ビットで表すことができるため、１ビット（１本の
信号線）を削減できる。
【００４０】
　また、プリンタの用紙トレイへの別の応用では、用紙トレイが３つある場合（例えば、
各トレイはＡ３、Ａ４、Ｂ４の用紙サイズに対応）、各用紙トレイが５種類のステータス
（用紙残量：フル、フル未満、少量、無、トレイ未装着）を持つとした場合に、用紙トレ
イの１つで５ステータス（３ビットで表すことができる）を持つため、３（トレイ）×３
ビット＝９ビットで、９本の信号線が必要になる。
【００４１】
　しかし、各用紙トレイとそのステータスの組み合わせを行って、前述のようなデータテ
ーブルを作成すれば、用紙トレイと用紙の残量との組み合わせパターンは５×５×５＝１
２５（＜２７）となる。この１２５は７ビットで表すことができるため、２ビット（２本
の信号線）の削減となる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の実施の形態に係る電子機器の情報伝達システムの構成を示すブロック図
である。
【図２】本発明の実施の形態に係る電子機器の情報伝達システムにおけるインクグループ
Ａのデータテーブルを示す図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る電子機器の情報伝達システムにおけるインクグループ
Ｂのデータテーブルを示す図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１…プリンタ（第１の機能部）、２オートローダ（第２の機能部）、３…信号線、４…
インクカートリッジ、５…ＬＥＤ、１０…情報伝達システム。


	header
	written-amendment

